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＜連絡事項＞

・定期薬の処方箋をカルテへ貼付する際、“定期処方”の欄に○を忘れずに記載するよう

お願いします。

＜患者様連絡事項＞

・田端　テル様～肩痛の訴えありナパゲルン軟膏1本処方となっています。希望時塗付して下さい。

　　　　　　　　本日長男夫婦の面会あり、本人様の私物を使用しない分のみ持ち帰っています。

　　　　　　　　退院時間は３月５日１４時で、家族様迎え予定。初外来の時間は３月１７日１１：３０～で家族様付き添い予定となっています。

・下口　政子様～３月４日１０時～新型インフルエンザ予防接種実施予定となっています。

・間木　静子様～本日朝より気分の落ち込みの訴えあり、自室にて泣いている事あります。日中も気分の落ち込みや「ここに居ても何もやる事が無いから…家に居れば、何かやる事があると思うから…」「娘が面会に来てくれない」等訴えています。奇死念慮については「今はそこまでは無いです」と話すも表情の冴えなさ見られています。自殺企図の内容、注意していきましょう。

手等の火照り感は無いものの、現在も動悸は激しいとの事ですので、観察して行きましょう。

・澤口　直子様～本日生理３日目。現在ナプキンが４枚しか無く不足となる為、母様へ連絡し、売店にて購入しています。

・横山　耕生様～本日母様面会あり、電話使用についてはこれまで通り、

　　　　　　　　火曜日・土曜日　２０時～２１時

　　　　　　　　にして欲しいとの事です。また、妹様（次女）の中学校入学に資金が必要であり、毎月電話料金が６千円近く請求があるとの事で、入院費も含めると支払いが困難であるとの事です。その為、父様・妹様（長女）への電話はさせないで欲しいとの希望聞かれ、本人様渋々納得しています。妹様（長女）への連絡については、母様の面会時、母様の携帯から電話させるとの事です。

　　　　　　　　嗜好品についても、母様が面会時に持参するとの事で、私物発注はしないで欲しいとの希望聞かれています。（次回面会予定日３月１４日）

　　　　　　　　間違いの無い様、周知・徹底お願いします。

　　　　　　　　母様より、生活リズムの改善・体重増加に注意するよう話しあるも、理解出来ていない様子見られています。

　　　　　　　　間食の過剰摂取考えられる事から、嗜好品（お菓子）はスタッフ預かりにして欲しいとの希望あり、スタッフ管理となっています。今後、摂取時間を受け持ちＮｓと話し合う予定としています。

　　　　　　　　母様の職場が変更となり、現在の勤め先は４回／月程度の夜勤があるとの事です。夜間緊急時は母様の妹様（山白モト様）へ連絡して欲しいとの事です。

＜安ヶ平Ｄｒ診察状況＞

・出河　攻様～現在、陰膿水腫ある事から

　　　　　　　ダーゼン

　　　　　　　ゼフジトレン　　　３Ｔ　３×１　７日分処方となっています。

　　　　　　　措置解除・医療保護入院への切り替えに伴い、面談調整していく予定としていますが、弟様の嫁様より弟様について「今週末に帰ってくる。いや７月まで帰って来ない」等と話が次々と変わっている状態です。今週末までに面談出来る日時を決めて頂き、来週、再度病院側より電話連絡する予定としていますので、月曜日の準夜スタッフは連絡お願いします。

・津嶋　イチ子様～肩痛の訴えあり、ナパゲルン軟膏１本処方となっています。

・市川　真紀子様、豊巻　薫様～排便コントロールの為、シンラック液１本処方となっています。排便状況の観察を行っていきましょう。

・宮　陽子様～本人様より外泊希望あり、許可となっています。

　　　　　　　３月６日　９時～３月８日　１７時まで。

・中島　純子様～４月３日、採血検査の為くらもと医院を受診予定となったとの事です。今週は夫様多忙の為、外泊はなしとし、日曜日面会予定となっています。

夫様との関係について「一歩進みました」と話されています。また、夫様より「中島家が絶えるなら絶えてもいいと言われた」と話し、安心した様子見られています。

今月定期採血実施予定となっていましたが、２月２８日に採血実施してある為、定期採血は中止とし、検尿のみ実施するよう指示あります。

・石切　久様～４月１７日外泊予定との事です。前回は１泊２日の外泊であった為、今回は２泊３日とし、徐々に外の環境に慣れて行き、退院へ向けていくよう説明受けています。

＜ＳＳＴ評価・検討＞

Ａユニット

　（個別アプローチ）

　　澤口　直子様～怒らずに話しが出来るようになり、女性患者様とは会話に困る事は無いと話されているが、男性患者様には話し掛けれないと話し、特にテレビのチャンネルは変えられても話せないと困っている為、ロールプレイを行う。

　（全体の総括）

　　男性患者様は意識して話せないし、テレビのチャンネルは断りも無く変えられても言えないと話しされ、スタッフとロールプレイを行う事で、「そういうやり方もあるんだ」と話し、来週までに試して見ると話されている。

　（次回の課題）

　　男性患者様と会話が出来たか聞いて、意識しすぎなかったかも聞いてみてロールプレイに活かしてみてはどうか？

Ａグループ

　（個別アプローチ）

　　出河　攻様～家族への連絡は適度に取っているとの事。自己評価では８９点と話しし　いる。“自分の話だけで無く相手の話を聞かないとな”とコミュニケーション能力が高い事を評価している。

　　戸賀沢　潔様～居眠り著名。スタッフ介入要している。目標について相手の都合を考えて話す事が出来たと家族間での都合を考えて話すのもいいが、病棟生活でも同じように生活する胸を伝えている。

　（全体の総括）

　　全体を通して、目標設定の傾向が“電話を～”“面会に来た時～と何らかのアクションが無ければ達成出来ない目標設定をしている患者様が多い。積極的に電話を掛けている事自体は評価出来るが、連絡が取れない患者様の場合、達成する事は困難。その為、患者様が設定している目標を達成していくにはスタッフ側からの家族への何らかのアクションが必要と思われる。

Ｂグループ

　（個別アプローチ）

　　曽我　正子様～スタッフより短期目標について振り返り促すも、的外れな発言・まとまり無く話し始める事あり、介入要している。

　　市川　真紀子様～家族が自分を理解してくれないと話す事あり。発言内容も妄想に左右されている。

　（全体の総括）

　　居眠りする患者様は無く、スタッフからの声掛けにて発言する事出来ている。清水様は個別にて実施している。菅井様の参加に対する拒否は無く、落ち着いて発言・振り返る事が出来ている。

　（次回の課題）

　　曽我様の発言内容のまとまりの無さが見られている為、会話内容をまとめて頂く様な介入が必要ではないか？

Ｃグループ

　（個別アプローチ）

　　津嶋　イチ子様～ロールプレイに取り組むが会話のキャッチボールが上手く行かず、間が開いてしまう事がある。他メンバーから（豊巻　薫様）のアドバイスにて多少の改善あり。

　（全体の総括）

　　具体的に良かった点と不足と思われる点を話せる方は居らず、交流を持つという意味

について、また、必要性を理解し、意識している方も多少少ないと思われる。それらのことを踏まえてアプローチしていく必要がある。

Ｄグループ

　　（個別アプローチ）

　　　交流の少ない方を中心にロールプレイを実施。羽立様・佐藤様・山田様と言った普段交流が見られない方は自ら話題を見つけ、話し掛けるというテーマでロールプレイを実施する。

　　（全体の総括）

　　　挨拶をされたら…等、受け身の方が多い為、自ら交流の機会を設けられるよう練習が必要と思われる。交流を促したりとスタッフからも積極的に働き掛けが必要。

